
約
５
万
～
６
万
円
余
の
負
担
軽
減
に

学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
食
材
費
と
し
て
保
護
者
が
負
担
し
て
い

た
、
小
学
校
低
学
年
で
年
間
４
万
８
０
０
０
円
、

高
学
年
で
５
万
６
０
０
０
円
、
中
学
生
で
６
万

４
０
０
０
円
が
無
償
と
な
り
ま
す
。
学
校
給
食

費
無
償
化
に
新
た
に
必
要
な
区
の
予
算
は
、
約

11
億
円
で
す
。

共
産
党
は
「
憲
法
と
子
育
て
支
援
か
ら

無
償
化
を
」
と
主
張

共
産
党
は
、
２
０
１
１
年
か
ら
８
回
に
渡
り
、

代
表
・
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
、
そ
の
他
予
算
・

決
算
議
会
で
繰
り
返
し
求
め
て
き
ま
し
た
。

①
学
校
給
食
は
食
育
の
観
点
か
ら
教
育
の
一
環

②
憲
法
26
条
で
「
義
務
教
育
は
こ
れ
を
無
償
と

す
る
」
と
定
め
て
い
る
③
区
は
「
学
校
給
食
法

で
食
材
費
は
父
母
負
担
と
す
る
」
こ
と
を
理
由

に
無
償
化
し
な
い
と
言
う
が
、
文
科
省
は
共
産

党
・
吉
良
参
院
議
員
の
質
問
に
「
自
治
体
の
負

担
に
よ
る
無
償
化
を
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
答
弁
④
子
育
て
支
援
か
ら
無
償
化
す
べ
き
と

主
張
し
て
き
ま
し
た
。

無
償
化
求
め
る
請
願
に
共
産
党
は
賛
成

自
民
・
公
明
党
が
反
対
し
不
採
択
に

「
新
婦
人
の
会
」
か
ら
繰
返
し
出
さ
れ
た
請

願
に
こ
と
ご
と
く
反
対
し
て
不
採
択
に
し
て
き

た
の
が
自
民
・
公
明
で
す
。

自
民
：
材
料
費
く
ら
い
は
保
護
者
が
責
任
を
も
っ

て
出
し
て
下
さ
い
。
会
派
と
し
て
も
そ
う
思
っ

て
い
ま
す
。

公
明
：
今
す
ぐ
は
難
し
い
施
策
と
考
え
る
の
で

不
採
択
。

さ
ら
に
、
決
算
議
会
の
共
産
党
の
無
償
化
を

求
め
る
質
問
の
後
、
自
民
党
は
「
家
に
い
た
っ

つ
い
に
品
川
で
も
、
今
年
４
月
か
ら
小
学
校
・
中
学
校
の
学
校
給
食
費
無
償
化
が
実
現
で
す
。

「
新
婦
人
の
会
」
の
皆
さ
ん
が
２
０
１
７
年
か
ら
３
回
請
願
、
共
産
党
も
２
０
１
１
年
か
ら
繰

返
し
議
会
で
取
り
上
げ
求
め
て
き
ま
し
た
。
共
産
党
は
国
会
や
都
議
会
で
も
求
め
続
け
、
文
科

省
交
渉
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
運
動
と
論
戦
が
実
現
の
力
に
な
り
ま
し
た
。

昨年10月には、吉良よし子・山添拓・田村智子参院議員と都内
の共産党の地方議員で文科省へ申し入れ（一番右が安藤）

品川区議会議員

JapaneseCommunistParty

安藤たい作
ニュース
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品川 安藤たい作ニュースバックナンバー
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品川の小中学校でも４月から
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漫画：安藤たい作

「暴論だ」と自民党が暴論



て
食
べ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
家
庭
で

食
費
は
負
担
し
て
食
べ
さ
せ
て
い
る
。

給
食
費
を
た
だ
無
料
に
し
ろ
と
い
う
こ

と
は
暴
論
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

今
回
の
無
償
化
は
、
実
施
に
背
を
向

け
続
け
て
き
た
品
川
区
を
、
区
民
の
世

論
と
運
動
と
結
ん
だ
議
会
論
戦
で
世
論

を
広
げ
、
昨
年
の
区
長
選
で
は
全
て
の

候
補
者
が
公
約
に
掲
げ
ざ
る
を
え
な
い

状
況
に
追
い
込
み
、
実
現
し
た
も
の
で

す
。

歓
迎
と
と
も
に
課
題
は
私
立
や
特

別
支
援
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒

無
償
化
は
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら

も
大
き
な
一
歩
で
歓
迎
で
す
が
、
対
象

は
区
立
の
小
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
の

み
で
す
。
私
立
や
都
立
特
別
支
援
学
校

に
通
う
品
川
区
在
住
の
小
中
学
生
に
対

し
て
も
、
た
と
え
ば
区
立
無
償
化
と
同

額
を
上
限
に
現
金
支
給
す
る
な
ど
、
無

償
化
の
対
象
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
引
き
続
き
が
ん
ば
り
ま
す
。

リニア新幹線学習会

３月４日(土）13:30～
荏原第５地域センター第１集会室

（東急大井町線・下神明駅徒歩２分）

●北品川から始まった調査掘進は、シールドマシ
ンの故障で昨年3月、50㍍地点で止まったまま。
今回、地盤工学専門家の稲積先生から、調布市

の陥没事故と同じ工法で行われるリニア新幹線工

事の危険性や問題についてお話しいただきます。

主催：リニア新幹線の中止を求める品川区民の会

高校生までの医療費無
料化が実現４月～外来まで
所得制限・自己負担なし

共産党区議団は、こどもの医療費無

料化の条例提案を９回行い、2004年に

小学校６年生まで所得制限なしで拡大。

さらに2007年に中学生までの医療費無

料化の拡大が実現しました。

高校生までの医療費無料化について

は、2004年から繰り返し求め、2019年

には高校生までの入院費無料化が実現。

今回、東京都が所得制限あり・初診

料200円で外来の自己負担軽減を行う

ことを受け、品川区（23区共通）は所

得制限なし、自己負担なしで無料化が

実現します。

今回の高校生外来までの無料化は都

議団との連携で実現したものです。

品川の住宅地の真下を抜ける
リニア新幹線トンネル工事
―地盤工学の専門家から見た工事の危険性

講師：稲積真哉先生

（芝浦工業大学教授 工学部・土木工

学科・地盤工学研究室）

毎月第３火曜日午後6:30～8:30は

弁護士さんを迎えて無料法律相談会
会場）安藤たい作事務所

（西品川3-16-3電話/Fax3491-3230）
主催：共産党品川地区委員会

次回は3/21（火）＊ご予約下さい

会派 自民 公明 共産 民主 無（高橋慎二）

態度 ✕ ✕ ○ ✕ ✕

会派 自民 公明 共産 民・無 無（高橋慎二）

態度 ✕ ✕ ○ ○ ✕

会派 自民 公明 共産 イノベ（立憲等） ネット

態度 ✕ ✕ ○ ✕ ○

新婦人の会「小中学校給食費の無償化を求める請願」態度

●2017.11．28

●2019.2.25

●2022.10.31

安 藤た い作
プロフィール

1974年仙台市生まれ。宮城教育大卒。漫画家を志し1998年上京。2002年コミック誌奨励賞

受賞。派遣社員4年を経て、2006年区議補選で初当選。2019年～４期目へ。家族、妻・二女。


